
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「月根尾」とは、学校のある地域の古名 

「突根尾原」に由来する地名です 

 

第６０回島根県高等学校放送コンテスト 兼 

第７１回ＮＨＫ杯全国放送コンテスト島根県大会 

【アナウンス部門】２名出場 

  山中 麻菜美  ５位 

「挑戦することは 楽しいこと」  

【朗読部門】６名出場 

【ラジオドキュメント部門】１作品 

【創作ラジオドラマ部門】１作品 

第７０回中国高等学校剣道選手権大会 

【１回戦】石原 空來 ×ー○ 山口県桜ケ丘高校 

野球部壮行式 

 ７月１２日から始まる【第１０６回全国高等学校

野球選手権島根大会】に出場する野球部に向けて、

壮行式を行いました。部長の迫田来飛さんは、「初戦

は１４日の第３試合で、江津・浜田水産高校の連合 

報道部壮行式・ 

鵬雲会激励金贈呈式 

全国大会出場を決めた報道 

部の壮行式に併せて、鵬雲会 

（卒業生会）の大谷哲也会長から山中さんに、激励

金が贈呈されました。そして、「今年度から、県予選

を勝ち抜いて中国大会または全国大会に進んだ場合

に、活躍する生徒の健闘を称えて鵬雲会から激励金

を渡す制度を作りました。卒業生会として、最大の

サポーターとして皆さんを応援したいと思います。」

というありがたい言葉をいただきました。山中さん

は、「応援してくださっている多くの方々への感謝を

忘れず成果を発揮していきたいと思います。」と話し

ていました。 

チームと対戦します。夏の大会まで、練習や試合の

質を上げて今できる最大限のことをし、これまでの

練習の成果を全て出し切って今まで支えてきてくだ

さった方々に恩返しできるように頑張ります。」と意

気込みを語ってくれました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポピー祭りで募金活動 

飯南町のポピー祭りにおいて「イスラエル・ガザ

人道危機救援金」の募金活動を行いました。ＪＲ

Ｃ部としては、初めて校外のイベントでの募金活

動となりました。当日は、お祭りに来場された多

くの皆さまから、募金および温かいお声がけをい

ただきました。 

募金額は、総額２１，３６７円となり、６月１１

日付で全額を日本赤十字社に募金いたしました。 

 ２週間の実習を経て、教育の魅力ややりがいに

触れることができました。本当にあっという間で

非常に充実した時間でした。クラスは２年２組を

担当しましたが、生徒のみんなが気さくに話しか

けてくれてすぐに馴染むことができました。 

島根県高文連自然科学部門実験観察研修会 

国立三瓶青少年交流の家で行われた研修会に

部員５人が参加しました。年に一度、県内の自然

科学部が集まる大きな研修会です。他校の生徒と

グループワークをしたり、サヒメルの学芸員の方

から様々な分野の講義を受けたりするなどしま

した。 

 今回は男女共にバスケットボールで競い合いま

した。円陣を組んだりクラスメイトのゴール１本

１本に歓声が上がったりと、試合が進むにつれて

プレーにも応援にも熱がこもっていました。決勝

戦では、試合終了のブザーが鳴ると、勝敗の結果

に関わらず、両チームの健闘を称える拍手が自然

と沸き起こっていました。 

今後も学校生活の中で様々な行事を通して、ク

ラスメイトや学年、学校全体での絆を深めていっ

てほしいと思います。 

令和２年度卒業生  

本間一晟さん 

最終日には担当クラスの生徒から

メッセージをもらい、感極まる場

面もありました。 

 科目は世界史探究を担当させていただきまし

た。実地授業では多くの先生方に見ていただき、 

反省会では良かった点や改善点を的確に挙げてい

ただいたため、とても参考になりました。 

 私は島根県で教員になることを目指していま

す。今回の実習で学んだことを活かして目標に向

かって頑張りたいと思います。改めて教職員の皆

様、生徒の皆様、２週間ありがとうございました。 

教育庁教育指導課地域教育推進室企画幹の佐々

木玲子先生、高大連携推進員の吉崎聡一先生を講

師としてお招きして、授業力向上に係る教職員研

修を行いました。 

本校では、学校設定教科『生命地域学』を設置

し、飯南町をフィールドにして、様々な体験学習

や課題解決型学習によって次の時代を生き抜く力

の育成に力を入れています。 

生命地域学では、次の時代を主体的に切り拓くた

めに、「関わる力」「描く力」「発信する力」の「３

つの力」を大切にしています。研修では、その３つ

の力に焦点を充てて、生命地域学の理想の姿や、理

想に向けて教職員が取り組むための考え方等につ

いてご助言をいただきました。講師のお二方には、

本校の生命地域学最終発表会（R5.12 月）や資源獲

得プレゼン（R6.3 月）もご参観いただいており、本

校の教育活動の事例に基づいて、飯南高校の教職員

の視点に立った研修を行っていただきました。 

研修では様々な立場の先生でグループを構成し、

活発な意見交換を行うことができました。「生徒を

育てる」だけでなく「教員が育つ」という観点から

も、非常に有意義な研修会になりました。 

 読書の楽しさをさらに広げる企画を開催しまし

た。物語の世界をイメージしながら、デザインペ

ーパーを使ってトランクケースをデコレーション

し、読書への想像力を膨らませることを目的とし

ています。参加者は、物語が大好きな生徒たち。物

語の世界を想像しながら、黙々と作業に取り組み

ました。 

 完成したトランクケースは、どれ一つとして同

じものがなく、物語の世界が巧みに表現された、

夢いっぱいの様々な作品が生まれました。今回の 

企画を通して、生徒たちは物語の世界をより身近

に感じ、読書への興味関心をさらに高めることが

できました。また、自分で作品を作り上げる達成

感や、一つの作品を作り上げる喜びを味わうこと

ができました。 

優勝！   【男子】３－１A   

【女子】３－２ 

準優勝！ 【男子】２－１A   

       【女子】２－１A 

延長にもつれ込む大接戦もありました！ 

https://iinan.ed.jp/news/n-life/1838
https://iinan.ed.jp/news/n-life/1914
https://iinan.ed.jp/news/n-life/1914


 

２８日（水）ＳＣ来校（午後：高橋先生） 

２９日（木）鵬雲祭①（文化祭） 

３０日（金）鵬雲祭②（文化祭）午前のみ 

３１日（土）出校日  

鵬雲祭（体育祭）※雨天順延 

９月 ２日（月）振替休業日（８／３１） 

       ※体育祭予備日 

１日（木）オープンハイスクール（ＡＭ） 

９日（金）閉寮（正午～１５日正午） 

１３日（火）閉庁（～１５日 ※部活動休止） 

２０日（火）始業式 

２１日（水）ＳＣ（スクールカウンセラー）来校 

      （午前：菅先生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
学校だより月根尾７月号 令和６年７月１８日発行   島根県立飯南高校 h t t p ｓ : / / i i n a n . e d . j p 

 保護者、生徒、鵬雲会、教職員で力を合わせて、総

勢約１４０名で除草作業を行いました。約１時間半の

活動時間で、草刈りや草抜きなど熱心に取り組んでい

ただき、校舎周辺がすっかりきれいになりました。 

近年は猛暑などの影響で開催できなかったため、４

年ぶりの実施となりました。たくさんの参加者の皆様

のおかげで、気持ちよく学校生活を送ることができる

環境が整いました。 

第１回学校運営協議会を開催し、会長に飯南町産官

学包括連携推進委員会長の山碕委員、副会長に飯南町

商工会長の石川委員を全会一致で選出いたしました。 

 また、本校の今年度の教育方針についての承認と、

令和７年度のグランドデザインの案についてご審議

いただきました。飯南町の小中学校に設置されている

学校運営協議会については、飯南町教育委員会教育長

の大谷委員、頓原中学校長の足立委員、赤来中学校の

石原委員から情報をいただきました。次回は１０月に

行われる予定です。 

 なお、学校運営協議会終了後、第１回飯南キラリ！

ドリームアップ推進協議会が行われ、生徒募集や地域

協働の取り組みなどについてご審議いただきました。

委員の皆様には多数のご意見を頂戴しました。ありが

とうございました。 

「伝統を残しつつ新しいことを取り入れて、過去にな

い最高傑作の鵬雲祭を全員で創造したい」「３年生

は高校生活の、１・２年生は一年間の中で最も際立っ

た、輝いた瞬間を残してほしい」という思いを込め

た今年のスローガン。（生徒会執行部） 


